
　(様式－１)

安　曇　野　市

令和

令和

令和
                                                
道路メンテナンス事業　しゃくなげ橋補修工事      

                                                                            
                                                                            
                                                                            
                                                                            
                                                                            

金銭的保証
                                                            
                                                            
                                                            
                                                            
                                                            
                                                            
                                                            
                                                            
                                                            
                                                            
                                                            
　                                                          
　呼吸用保護具等費用　一式                                  
　ひび割れ補修工　一式                                      
　塗替塗装工　Rc-Ⅲ塗装系　A=114.9m2                        
橋梁補修工                                                  
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請負　

安曇野市　穂高有明                                市道穂高0763号線                        

閲覧設計書           8

　
当
　
担

　
算
　
検

　
員
　
係

　
長
　
係

　
長
　
課

　
長
　
部

　
長
市
副

　
長
　
市

          

工　　事　　設　　計　　用　　紙

　　　　 年　　 月　　日

　　　　 年　 　月　　日

日間

契約保証方法

竣工予定年月日

起工予定年月日

施　工　期　間

施　工　方　法設　　　計　　　大　　　要

工事番号

　　　　年度



安　曇　野　市

264
09  週単位（土日）          
02  豪雪割増無し            
01  金銭的保証              
02  上記以外                
09  補正無し                
09  補正無し                
10  橋梁保全工事            
10  ％                      
40                          

冬期補正（現管）        
週休２日補正            
豪雪割増                
契約保証方法            
現場環境改善費率計上分  
施工地域区分(現場管理)  
施工地域区分(共通仮設)  
工種                    
消費税率（％）          
前払率（％）            

              

１１　中信（２）                        50
実施単価    1

0

0

安曇野市                61

実施設計単価表等の適用日  08.07.01                                                                  

0002

前　世　代当　世　代

単価適用地区
適用単価区分
変更回数
事務所名

-頁総 括 情 報 表

                                        



安　曇　野　市
工種　第0005号表　　   ｍ２   

          
       115     

上塗
工種　第0004号表　　   ｍ２   

          
       115     

中塗
工種　第0003号表　　   ｍ２   

          
       115     

下塗（２層目）
工種　第0002号表　　   ｍ２   

          
       115     

下塗（１層目）
工種　第0001号表　　   ｍ２   

          
       115     

素地調整
    式    
          

橋梁塗装工
    式    
          

現場塗装工
    式    
          

橋梁保全工事

＊＊＊本工事費＊＊＊
備                考金      額単      価単  位数       量費目・工種・種別・細別・施工名称など

（工事費内訳書）
-頁 0003 ＊＊＊本工事費＊＊＊



安　曇　野　市

＊＊直接工事費＊＊
工種　第0009号表　　   ｍ２   

          
       112     

防護
工種　第0008号表　　   ｍ２   

          
        97     

足場
    式    
          

任意仮設工
    式    
          

仮設工
工種　第0007号表　　  構造物  

          
         1     

充てん工法
工種　第0006号表　　  構造物  

          
         1     

低圧注入工法
    式    
          

ひび割れ補修工
    式    
          

橋梁補修工
備                考金      額単      価単  位数       量費目・工種・種別・細別・施工名称など

（工事費内訳書）
-頁 0004 ＊＊＊本工事費＊＊＊



安　曇　野　市
    式             1     

鉛含有塗膜対応　資機材一式
呼吸用保護具等費用

    式    
          

呼吸用保護具等費用
    式    
          

安全費
    式    
          

安全費
          

安全費
工種　第0010号表　　    式    

          
         1     

溶出試験
    式    
          

技術管理費
    式    
          

技術管理費
          

技術管理費
備                考金      額単      価単  位数       量費目・工種・種別・細別・施工名称など

（工事費内訳書）
-頁 0005 ＊＊＊本工事費＊＊＊



安　曇　野　市

0.0004��������契約保証補正 0.0004��������契約保証補正0.2513��������補正無の率  
1.0000��������前払率補正  

          

等＊
＊一般管理費

＊＊工事原価＊＊

0.6818��������補正後の率  0.6588��������補正無の率  
          

費＊＊
＊＊現場管理

＊＊純工事費＊＊

＊＊共通仮設費計＊＊

0.2787��������補正後の率  0.2732��������補正無の率  

          

＊＊共通仮設費率計算額＊＊

0.0178��������　率        

          

＊＊現場環境改善費（率分）＊＊
備                考金      額単      価単  位数       量費目・工種・種別・細別・施工名称など

（工事費内訳書）
-頁 0006 ＊＊＊本工事費＊＊＊



安　曇　野　市

          

（参考）工事原価のうち安全衛生費用
          

（参考）現場管理費のうち建退協制度の掛金

0.0387��������　率        
          

法定福利費
管理費のうち
（参考）現場

          

（参考）直接工事費のうち材料費
          

（参考）直接工事費のうち労務費

＊＊工事費計＊＊

0.1000��������　率        
          

相当額計＊＊
＊＊消費税等

＊＊工事価格計＊＊
備                考金      額単      価単  位数       量費目・工種・種別・細別・施工名称など

（工事費内訳書）
-頁 0007 ＊＊＊本工事費＊＊＊



   ｍ２            1     
＊＊＊　単位当り　＊＊＊　　　          

施工　第0 -0001号表　         1        ｍ２   
　構造区分による補正なし
３種ケレンＡ
橋梁塗装工　素地調整（塗替）

備                考金      額単      価単  位数       量工  種  ・  施  工  名  称  な  ど

-頁

                                        

素地調整
工種　第0001号表　　

00080工 種 明 細 表



   ｍ２            1     
＊＊＊　単位当り　＊＊＊　　　          

施工　第0 -0002号表　         1        ｍ２   
　構造区分による補正なし
弱溶剤形変性エポキシ１層　はけ・ローラー
橋梁塗装工　下塗り（塗替）

備                考金      額単      価単  位数       量工  種  ・  施  工  名  称  な  ど

-頁

                                        

下塗（１層目）
工種　第0002号表　　

00090工 種 明 細 表



   ｍ２            1     
＊＊＊　単位当り　＊＊＊　　　          

施工　第0 -0002号表　         1        ｍ２   
　構造区分による補正なし
弱溶剤形変性エポキシ１層　はけ・ローラー
橋梁塗装工　下塗り（塗替）

備                考金      額単      価単  位数       量工  種  ・  施  工  名  称  な  ど

-頁

                                        

下塗（２層目）
工種　第0003号表　　

00100工 種 明 細 表



   ｍ２            1     
＊＊＊　単位当り　＊＊＊　　　          

施工　第0 -0003号表　         1        ｍ２   
　構造区分による補正なし
弱溶剤形ふっ素樹脂　はけ・ローラー　淡彩
橋梁塗装工　中塗り（塗替）

備                考金      額単      価単  位数       量工  種  ・  施  工  名  称  な  ど

-頁

                                        

中塗
工種　第0004号表　　

00110工 種 明 細 表



   ｍ２            1     
＊＊＊　単位当り　＊＊＊　　　          

施工　第0 -0004号表　         1        ｍ２   
　構造区分による補正なし
弱溶剤形ふっ素樹脂　はけ・ローラー　濃彩
橋梁塗装工　上塗り（塗替）

備                考金      額単      価単  位数       量工  種  ・  施  工  名  称  な  ど

-頁

                                        

上塗
工種　第0005号表　　

00120工 種 明 細 表



  構造物           1     
＊＊＊　単位当り　＊＊＊　　　          

施工　第0 -0005号表　         1       構造物  

１構造物当り補修延べ延長２５ｍ未満
ひび割れ補修工（低圧注入工法）

備                考金      額単      価単  位数       量工  種  ・  施  工  名  称  な  ど

-頁

                                        

低圧注入工法
工種　第0006号表　　

00130工 種 明 細 表



  構造物           1     
＊＊＊　単位当り　＊＊＊　　　          

施工　第0 -0006号表　         1       構造物  

１構造物当り補修延べ延長２０ｍ未満
ひび割れ補修工（充てん工法）

備                考金      額単      価単  位数       量工  種  ・  施  工  名  称  な  ど

-頁

                                        

充てん工法
工種　第0007号表　　

00140工 種 明 細 表



   ｍ２            1     
＊＊＊　単位当り　＊＊＊　　　          

施工　第0 -0007号表　         1         ㎡    
シート張
TYPE-A1
足場

備                考金      額単      価単  位数       量工  種  ・  施  工  名  称  な  ど

-頁

                                        

足場
工種　第0008号表　　

00150工 種 明 細 表



   ｍ２            1     
＊＊＊　単位当り　＊＊＊　　　          

施工　第0 -0009号表　         1         ㎡    
シート張
TYPE-B
朝顔

備                考金      額単      価単  位数       量工  種  ・  施  工  名  称  な  ど

-頁

                                        

防護
工種　第0009号表　　

00160工 種 明 細 表



    式             1     
＊＊＊　単位当り　＊＊＊　　　          

         1         式    

25項目
溶出試験

備                考金      額単      価単  位数       量工  種  ・  施  工  名  称  な  ど

-頁

                                        

溶出試験
工種　第0010号表　　

00170工 種 明 細 表



安　曇　野　市

時間的制約の有無：時間的制約なし                                                                                                                           
夜間作業の有無：夜間作業（２０時～６時）なし                                                                                                               構造区分：　構造区分による補正なし                                                                                                                         
素地調整区分：３種ケレンＡ                                                                                                                                 作業内容：素地調整                                                                                                                                         

   ｍ２          1     ＊＊＊　単位当り　＊＊＊　　　          

   ｍ２        100     ＊＊＊　合　計　＊＊＊                  

    式           1     
諸雑費

   ｍ２        100.000 ３種ケレンＡ　制約無　昼間
橋梁塗装工　塗替　素地調整

   ｍ２        100     　構造区分による補正なし３種ケレンＡ
施工　第0 -0001号表　　橋梁塗装工　素地調整（塗替）

00180

備　　　　　　　　　　考金　　　額単　　　　価単　位数　　　量名　称　・　規　格　な　ど
当り

-頁施 工 内 訳 表



安　曇　野　市

時間的制約の有無：時間的制約なし                                                                                                                           
夜間作業の有無：夜間作業（２０時～６時）なし                                                                                                               構造区分：　構造区分による補正なし                                                                                                                         
下塗り塗料区分：弱溶剤形変性エポキシ１層　はけ・ローラー                                                                                                   作業内容：下塗り                                                                                                                                           

   ｍ２          1     ＊＊＊　単位当り　＊＊＊　　　          

   ｍ２        100     ＊＊＊　合　計　＊＊＊                  

    式           1     
諸雑費

   ｍ２        100.000 弱溶剤形変性エポキシ　１層　制約無　昼間
橋梁塗装工　塗替　下塗（はけ・ローラー）

   ｍ２        100     　構造区分による補正なし弱溶剤形変性エポキシ１層　はけ・ローラー
施工　第0 -0002号表　　橋梁塗装工　下塗り（塗替）

00190

備　　　　　　　　　　考金　　　額単　　　　価単　位数　　　量名　称　・　規　格　な　ど
当り

-頁施 工 内 訳 表



安　曇　野　市

時間的制約の有無：時間的制約なし                                                                                                                           
夜間作業の有無：夜間作業（２０時～６時）なし                                                                                                               構造区分：　構造区分による補正なし                                                                                                                         
中塗り塗料区分：弱溶剤形ふっ素樹脂　はけ・ローラー　淡彩                                                                                                   作業内容：中塗り                                                                                                                                           

   ｍ２          1     ＊＊＊　単位当り　＊＊＊　　　          

   ｍ２        100     ＊＊＊　合　計　＊＊＊                  

    式           1     
諸雑費

   ｍ２        100.000 弱溶剤形ふっ素樹脂　淡彩　制約無　昼間
橋梁塗装工　塗替　中塗（はけ・ローラー）

   ｍ２        100     　構造区分による補正なし弱溶剤形ふっ素樹脂　はけ・ローラー　淡彩
施工　第0 -0003号表　　橋梁塗装工　中塗り（塗替）

00200

備　　　　　　　　　　考金　　　額単　　　　価単　位数　　　量名　称　・　規　格　な　ど
当り

-頁施 工 内 訳 表



安　曇　野　市

時間的制約の有無：時間的制約なし                                                                                                                           
夜間作業の有無：夜間作業（２０時～６時）なし                                                                                                               構造区分：　構造区分による補正なし                                                                                                                         
上塗り塗料区分：弱溶剤形ふっ素樹脂　はけ・ローラー　濃彩                                                                                                   作業内容：上塗り                                                                                                                                           

   ｍ２          1     ＊＊＊　単位当り　＊＊＊　　　          

   ｍ２        100     ＊＊＊　合　計　＊＊＊                  

    式           1     
諸雑費

   ｍ２        100.000 弱溶剤形ふっ素樹脂　濃彩　制約無　昼間
橋梁塗装工　塗替　上塗（はけ・ローラー）

   ｍ２        100     　構造区分による補正なし弱溶剤形ふっ素樹脂　はけ・ローラー　濃彩
施工　第0 -0004号表　　橋梁塗装工　上塗り（塗替）

00210

備　　　　　　　　　　考金　　　額単　　　　価単　位数　　　量名　称　・　規　格　な　ど
当り

-頁施 工 内 訳 表



安　曇　野　市

低圧注入器具単価（円／個）：                                                                            
シール材単価（円／ｋｇ）：                                                                              注入材単価（円／ｋｇ）：                                                                                
１構造物当りの低圧注入器具使用量（個）：58                                                                         １構造物当りのシール材設計量（ｋｇ）：1.33                                                                         
１構造物当りの注入材使用量（ｋｇ）：1.92                                                                           １構造物当り補修延べ延長区分：１構造物当り補修延べ延長２５ｍ未満                                                                                           

  構造物         1     ＊＊＊　単位当り　＊＊＊　　　          

            
    ％           6.000 

諸雑費

    個          58.000 
低圧注入器具

   ｋｇ          1.822 
シール材

   ｋｇ          1.920 
注入材

    人           1.800 
普通作業員

    人           2.400 
特殊作業員

    人           1.500 
土木一般世話役

  構造物         1     １構造物当り補修延べ延長２５ｍ未満
施工　第0 -0005号表　　ひび割れ補修工（低圧注入工法）

00220

備　　　　　　　　　　考金　　　額単　　　　価単　位数　　　量名　称　・　規　格　な　ど
当り

-頁施 工 内 訳 表



安　曇　野　市

充てん材単価（円／ｋｇ）：                                                                              
１構造物当り充てん材設計量（ｋｇ）：0.165                                                                          １構造物当り補修延べ延長区分：１構造物当り補修延べ延長２０ｍ未満                                                                                           

  構造物         1     ＊＊＊　単位当り　＊＊＊　　　          

            
    ％          17.000 

諸雑費

    ㎏           0.198 
充填材

    人           1.100 
普通作業員

    人           1.300 
特殊作業員

    人           0.850 
土木一般世話役

  構造物         1     １構造物当り補修延べ延長２０ｍ未満
施工　第0 -0006号表　　ひび割れ補修工（充てん工法）

00230

備　　　　　　　　　　考金　　　額単　　　　価単　位数　　　量名　称　・　規　格　な　ど
当り

-頁施 工 内 訳 表



安　曇　野　市

    ㎡           1     ＊＊＊　単位当り　＊＊＊　　　          

                        
    ㎡           1     

橋梁補修の解説と積算参照
損料係数S=79　歩掛係数N=0.007　供用月数1
床面シート張り

施工　第0-0008号表　　
   ｍ２          1     

主体足場架設供用月数１月
桁高１．５ｍ未満
足場工

    ㎡           1     シート張TYPE-A1
施工　第0 -0007号表　　足場

00240

備　　　　　　　　　　考金　　　額単　　　　価単　位数　　　量名　称　・　規　格　な　ど
当り

-頁施 工 内 訳 表



安　曇　野　市

主体足場架設供用月数  Ｘ（月）：1                                                                                  桁高：桁高１．５ｍ未満                                                                                                                                     

   ｍ２          1     ＊＊＊　単位当り　＊＊＊　　　          

    式           1     
諸雑費

   ｍ２          1.000 
足場工

   ｍ２          1     主体足場架設供用月数１月桁高１．５ｍ未満
施工　第0 -0008号表　　足場工

00250

備　　　　　　　　　　考金　　　額単　　　　価単　位数　　　量名　称　・　規　格　な　ど
当り

-頁施 工 内 訳 表



安　曇　野　市

    ㎡           1     ＊＊＊　単位当り　＊＊＊　　　          

施工　第0-0011号表　　
   ｍ２          1     　防護工架設供用月数１月

シート張防護工（両側朝顔）

施工　第0-0010号表　　
   ｍ２          1     

　朝顔架設供用月数１月
両側朝顔
朝顔

    ㎡           1     シート張TYPE-B
施工　第0 -0009号表　　朝顔

00260

備　　　　　　　　　　考金　　　額単　　　　価単　位数　　　量名　称　・　規　格　な　ど
当り

-頁施 工 内 訳 表



安　曇　野　市

朝顔架設供用月数  Ｘ１（月）：1                                                                                    朝顔の区分：両側朝顔                                                                                                                                       

   ｍ２          1     ＊＊＊　単位当り　＊＊＊　　　          

    式           1     
諸雑費

   ｍ２          1.000 
朝顔工

   ｍ２          1     　朝顔架設供用月数１月両側朝顔
施工　第0 -0010号表　　朝顔

00270

備　　　　　　　　　　考金　　　額単　　　　価単　位数　　　量名　称　・　規　格　な　ど
当り

-頁施 工 内 訳 表



安　曇　野　市

防護工架設供用月数  Ｘ２（月）：1                                                                                  防護工種別：シート張防護工（両側朝顔）                                                                                                                     
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特 記 仕 様 書 
 

工事名：令和８年度 道路メンテナンス事業 しゃくなげ橋補修工事 

箇所名：安曇野市 穂高有明 

 

本工事の施工にあたっては指定された図書を参考にし、『安曇野市土木工事共通仕様書』（安曇野市ホームペ

ージを参照）の内容に従うとともに、以下の事項について施工条件とする。 

 

１ 工事内容 

 (1) 工事概要は金抜き設計書のとおりとする。 

 (2) 本工事は受注者希望による電子納品の対象工事である。実施にあたっては、「電子納品に係る実施要領」

によるものとする。 

 (3) 本工事は情報共有システムを利用する対象工事である。利用にあたっては、「情報共有システム実施要

領」によるものとする。 

 (4) 本工事は週休２日工事の対象工事である。「安曇野市週休２日工事実施要領」に従い取り組むものとす

る。また、工事契約後、週休２日対象期間において、受注者の責によらず現場作業を余儀なくされる期

間が生じる場合は、受発注者間で協議して現場閉所による週休２日の対象外とする作業と期間を決定す

るものとする。 

（参考）「安曇野市週休２日工事実施要領」 

 (5) 本工事は「ＩＣＴ活用工事の実施方針」に基づき、ＩＣＴ技術の活用が可能な建設工事である。実施に

あたっては、各工種の「ＩＣＴ活用工事実施要領（国土交通省）」によるものとする。 

（参考）「ＩＣＴ活用工事の実施方針・実施要領」 

 (6) 本工事は、「長野県建設キャリアアップシステム活用工事試行要領」に基づく、建設キャリアアップシ

ステム活用試行工事である。 

（参考）「長野県建設キャリアアップシステム活用工事試行要領」 

 (7) 上記(2)(5)(6)の実施または活用の希望にあたっては、工事請負契約締結後に安曇野市土木工事共通仕様

書別紙－２『実施希望調書』を監督員へ提出し、確認を受けること。 

 

２ 工期関係 

  本工事は、「余裕期間制度（フレックス方式）」の適用工事である。 

  実工期は、雨天･休日等を見込み、工事開始日（契約日）から起算して162日間とする。 

  なお、休日等には日曜日･祝日･夏期休暇及び年末年始休暇の他、作業期間内の全土曜日を含んでいる。 

  工期には、施工に必要な実日数（実働日数）以外に以下の事項を見込んでいる。 

① 準備期間  60日間 

②雨休率（実働工期日数に休日と悪天候により作業ができない日数を見込むための係数） 

実働日数×係数 

0.77 

  著しい悪天候や気象状況より工程が過去５年度分の気象庁及び環境省の最寄りの観測所のデータより年

間の平均発生日数を算出した日数から著しく乖離し、かつ作業を休止せざるを得なかった場合には、受注者

は発注者へ工期の延長変更を協議、請求することができる。 

 

３ 工程関係 

  本工事に際し、適切な工程を計画すること。 

  また、周辺住民、地域関係者に対しては通知・連絡等を必ず実施し、周知すること。 
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４ 発生土・廃棄物関係 

 (1) 本工の施工において生じる発生土の処分については処分先を指定し、その他産業廃棄物の処分につい

ては処分先を想定して処分費、運搬費を計上している。 

   なお、発生土の処分に関して、受注者の都合により、指定の処分先によることができない場合について

は、事前に監督員と変更協議をおこなうこと。 

 

 (2) 建設発生土                                    【 指定 】 

搬出先の名称 処分費 運搬距離 処理施設の所在地等 

○○    円/m3 ○○ km  

   上記の搬出先について、原則として変更しない。なお、発注時点で想定していないやむを得ない事情等に

より、搬出先が変更となった場合は、設計変更の対象とする。 

     

 (3) 特定建設資材廃棄物（建設リサイクル法）                      【 参考 】 

種  別 処分条件 処分先・運搬距離・数量・金額等 

ｱｽﾌｧﾙﾄ塊 再利用 
処理工場名  距離  km 

数   量  ｔ ・ ｍ３ 

ｺﾝｸﾘｰﾄ塊 

無筋 

Co 
再利用 

処理工場名  距離  km 

数   量  ｔ ・ ｍ３ 

鉄筋 

Co 
再利用 

処理工場名  距離  km 

数   量  ｔ ・ ｍ３ 

二次 

製品 
再利用 

処理工場名  距離  km 

数   量  ｔ ・ ｍ３ 

建設発生木材  
処理工場名  距離  km 

数   量  ｔ ・ ｍ３ 

    ※処理場名は積算上の条件であり、処理場を指定するものではない。 

    ※排出する対象物が設計寸法と異なる場合は、発注者と協議すること。その際、寸法等を確認できる資料を

提出すること。 

 

 (4) 産業廃棄物（建設廃棄物処理指針）                       【 参考 】 

種  別 処分条件 処分先・運搬距離・数量・金額等 

木くず 

（抜根・伐採材） 
再利用 

処理工場名  距離  km 

数   量  ｔ ・ ｍ３ 

 汚  泥 
 処理工場名  距離  km 

数   量  ｔ ・ ｍ３ 

その他（金属クズ他） 
 処理工場名  距離  km 

数   量  ｔ ・ ｍ３ 

    ※処理場名は積算上の条件であり、処理場を指定するものではない。 

    ※積算に用いる木くず処理量の体積 ― 重量換算は、実施設計単価表に記載される換算係数を用いる。なお、

体積(ｍ3)での確認となる場合は、体積を確認できるよう１台毎写真管理すること。 

    ※伐採材については、有価売却を検討すること。 

   建設工事請負契約書において、処分費・運搬費が上記(3)、(4)に明示した金額より低額の場合は、設計

変更の対象とする。 
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５ その他 

 (1) 関係機関・自治体等との近接協議  

関係機関等 事 項 制約内容 時  期 

安曇野市 

学校教育課 
小中学校の通学路確認 関係機関指導のもと 

契約後即対応のこと。

また、工期内とする。 

小中学校 
関係小中学校の通学路に係

る周知。各種行事調整。 
上記と同様 上記と同様 

幼稚園・ 

認定こども園 

バス運行、通園路などの確

認。各種行事調整。 
上記と同様 上記と同様 

安曇野市 

文化課 
埋蔵文化財 関係機関指導のもと 

契約後即対応のこと。

また、工期内とする。 

地元区長など 
工事内容、工事期間、迂回路

などの説明及び調整。 
区長、隣組長など指導のもと 上記と同様 

地元市議会議員 
工事内容、工事期間、迂回路

などの説明。 
 契約後即対応のこと。 

工事沿線住民 
工事内容、工事期間、迂回路

などの説明及び調整。 

関係者等の指導のもと。(た

だし、要求内容が無理難題と

判断される場合には、断るこ

とも必要である。また、要求

内容については監督員へ報

告すること。特に工事金額に

係る内容は協議を交わすこ

と。) 

契約後即対応のこと。

また、工期内とする。 

工事区間内農地所有

者又は管理者及び工

事影響範囲の利害関

係者など 

農地については、工事の進捗

及び営農上支障になること

の調整。その他利害関係者と

の調整。 

上記と同様 上記と同様 

周辺店舗、事業所など 
駐車場、案内看板などの調

整。 
上記と同様 上記と同様 

ＮＴＴ 

電柱、架空線等の移設調整。

また、本工事事への影響確

認。 

関係機関指導のもと 上記と同様 

中部電力 

電柱、架空線等の移設調整。

また、本工事事への影響確

認。 

上記と同様 上記と同様 
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あづみ野テレビ 
架空線等の移設調整。また、

本工事事への影響確認。 
上記と同様 上記と同様 

穂高自動車 

教習所 
教習コースの確認 上記と同様 上記と同様 

関係官公庁 本工事事に係ること 上記と同様 上記と同様 

その他 状況に応じて対応すること。 上記と同様 

苦情については、即対

応のこと。要望につい

ては、監督員と協議の

うえ対応すること。 

 

 (2) 個別事項  

① 品質検査の場所は、別途監督員が指示する場所で行うこと。 

② 不可視部分の施工は監督員の立ち合い確認を求めること。 

③ 本工事は砂防指定地内での工事となるため、管理者との協議後に施工を開始すること。 

④ 本橋梁の既存塗装は鉛を含んでいるため、呼吸用保護具等必要な措置を講ずること。 

また、足場の設置についてはケレン作業の塗膜カス粉塵が外部に飛散しないような設備とすること。

なお、塗膜片の処分については、溶出試験を実施のうえ試験結果に基づき適正に処分すること。 

⑤ 本工事は余裕期間制度（フレックス方式）を適用した工事であるため、以下の条文及び 

「安曇野市余裕期間制度施行実施要領」に従い取り組むものとする。 

第１条 主任技術者等の選任期間 

１ 契約締結日の翌日から実工期の始期日までの期間については、主任技術者又は監理技 

術者の設置を要しない。 

２ 契約締結日の翌日から工事開始日の前日までの期間（現場事務所の設置、資機材の搬 

入又は仮設工事等が開始されるまでの期間）については、発注者と受注者の間で書面に 

より明確にした場合に限って、主任技術者又は管理技術者の工事現場での選任を要しな 

い。 

     第２条 実工期 

        本工事は、受注者の円滑な工事施行体制の確保を図るため、事前に建築資材、労働者 

確保等の準備を行うことができる余裕期間を設定した工事であり、発注者が示した工事 

の完成期限までの間で、受注者は工期の始期及び工期の終期を任意に設定できる。なお、 

契約を締結するまでの間に、別に定める「工事開始日報告書」の様式により、工期の始 

期及び終期を報告すること。 

工期の始期までの余裕期間内は、主任技術者又は監理技術者を設置することを要しな 

い。 

また、現場に搬入しない資材等の準備を行うことができるが、資材の搬入、仮設物の 

設置、現場事務所の建設、測量等、工事の着手を行ってはならない。なお、余裕期間内 

に行う準備は受注者の責により行うものとする。 

         全体工期 契約締結の日 から 222日間 まで 

第３条 CORINSへの登録 

技術者の従事期間は、実工期を登録する。（余裕期間を含まないことに留意する。） 

⑥ 創意工夫については、監督員と協議し、実施内容を完了時までに報告すること。 
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⑦ 中東情勢の変化等による建設資材の流通状況を踏まえた設計変更について、 

（１）本工事は、供給の偏りや流通の目詰まりにより入手が困難となっているナフサを由来とする建設 

資材（以下、「調達検討資材」）の調達に必要となる経費（以下、「別途調達経費」）について、設 

計変更を行う対象工事である。 

（２）調達検討資材は監督職員と協議するものとする。 

協議にあたり以下の書類を添付すること。 

・ナフサ由来製品であることが確認できる資料（カタログ、メーカー資料等、メーカー聞き取り 

でも可） 

（３）別途調達経費が必要となり設計変更を行う場合とは、以下を想定している。 

調達検討資材の代替資材を調達した場合 

調達検討資材の流通経路を見直して調達した場合 

調達検討資材を調達した場合（別途調達経費を含む） 

（４）受注者は、別途調達経費に係る証明書類（実際の取引伝票等）を監督職員に提出するものとし、 

その別途調達経費については設計変更の対象とする。 

⑧ 本工事では、現場環境改善に係る経費を当初設計にて計上している。 

    ア 実施する内容については、安曇野市土木工事共通仕様書 別紙－５の中から原則として各計上費

目（仮設備関係、営繕関係、安全関係及び地域連携）ごとに１内容ずつ（いずれか１費目のみ２内

容）、合計５つの内容を選択すること。 

      選択にあたっては、地域の状況や工事内容等により、実施費目数及び実施内容を変更してもよい。 

    イ この経費は率計上されているため、実施する内容が巨額となり、率計上分では行うことが適当で

はないと判断される場合は、積上げ計上とする。 

      積上げ計上分については、事前に監督員と協議すること。 

    ウ この経費の設計変更については、実費精算等の設計変更は行わない。ただし、対象金額の変動に

伴う現場環境改善費率の変更は行う。 

    エ 受発注者協議により、内容の実施が不要と判断された場合については、費用の全額を減額する。 

    オ 主に現場の施設や設備に対する熱中症対策・防寒対策に関する費用については、率分の計上では

なく、対策の妥当性を確認の上、積み上げ計上を行うものとする。 

  ⑨ その他疑義がある場合には、必要書類等を添えて監督員と協議すること。 

 

令和７年７月１日適用版 



見積等により決定している設計単価 （円）

自動樹脂低圧注入

鉛含有対応

25項目

　令和８年度　道路メンテナンス事業　しゃくなげ橋補修工事に係る工事費の積算にあたっては、長野県建設部

の「令和８年度実施設計単価表」や積算資料（財団法人経済調査会）及び建設物価（財団法人建設物価調査会）

に設定されている単価により予定価格を算出しています。

　また、見積もり等による単価は下記のとおりです。

　なお、使用した単価は予定価格算出のものであり、特定の製品や民間取引を指定したものではありません。

資材単価等について

ひび割れ注入器 本500

備　考

154,000 式

溶出試験 171,000 式

呼吸用保護具等費用

製　品　名 規　格 採用単価 単位



細　　別 規　　格 単　位 数　量 設計値

塗替塗装工

塗替塗装工 素地調整Ⅲ種A 下地処理：3種ケレンA m2 114.9 115 塗替塗装図より

Rc-Ⅲ塗装系 下塗：エポキシ樹脂塗料 m2 114.9 115

中塗：ふっ素樹脂塗料 m2 114.9 115

上塗：ふっ素樹脂塗料 m2 114.9 115

ひび割れ補修工

ひび割れ補修工 低圧低速注入工法 エポキシ樹脂溶液 3種 m 13.90 13.90

充填工法 可とう性エポキシ樹脂 m 0.85 0.85

仮設工

足場工 吊足場　TYPEA1 板張防護+シート養生 m2 96.6 97

朝顔　TYPEB 板張防護+シート養生 m2 111.9 112

安全費

呼吸用保護具等費用 鉛含有塗膜対応 式 1 1

試験費

溶出試験 25項目 式 1 1

工　種　・　種　別 備　　考

補修数量総括表

橋梁名 しゃくなげ橋



計　　　　算 単　位 数　量

注入材 　W=892.6+1,024.9＝1,917.5

　　　1,917.5/1000＝1.9175 ㎏ 1.92

注入器 　27+31＝58 本 58

シール工 　b　シール幅　0.03m

　h　シール高　0.002m

　a　比重　1600㎏/m3

　W=b*h*a　0.096㎏/m3

　L=6.65+7.25=13.9　W=13.9*0.096=1.334 ㎏ 1.33

ひび割れ注入工集計表

橋梁名 しゃくなげ橋

名　　称　　 備　　考



しゃくなげ橋　　　ひび割れ補修工：低圧注入工法 ※注入材比重：1.15

補修部位：床版 ※注入器１本当りの使用量：25*1.15=28.75g

設置間隔250㎜

1 0.2 3000 40 12 33.06 396.72

2 0.2 2700 40 11 33.06 363.66

3 0.2 950 40 4 33.06 132.24

計 6.65 27 892.6

しゃくなげ橋　　　ひび割れ補修工：低圧注入工法

補修部位：A1、A2橋台

設置間隔250㎜

1 A1胸壁 0.5 2100 100 9 33.06 297.54

2 A1堅壁 0.2 650 40 3 33.06 99.18

3 0.3 2400 60 10 33.06 330.60

4 0.4 1000 80 4 33.06 132.24

5 A2堅壁 0.3 1100 60 5 33.06 165.30

計 7.25 31 1,024.9

注入材使用量
w(ｇ)

ロス率を含む幅
W(㎜)

長さ
L(㎜)

深さ
D(㎜)

注入材ロス率 1.15

注入器数量
(本)

注入器1本当り
使用量(g)

ロス率を含む

床版下面

番　号 部　位

開口ひび割れ注入量

A2胸壁

注入材使用量
w(ｇ)

ロス率を含む幅
W(㎜)

長さ
L(㎜)

深さ
D(㎜)

注入材ロス率 1.15

番　号 部　位

開口ひび割れ注入量
注入器数量

(本)

注入器1本当り
使用量(g)

ロス率を含む



しゃくなげ橋　　　ひび割れ補修工：Uカット充てん工法 シーリング材比重＝ 1.3 　　とする

補修部位：A1胸壁 充てん材のロス率＝　 1.3 　　とする

※ ひび割れ面のカット面積は 　　を標準とし

充てん断面積 A＝ 115 mm2 　　とする

1 1.0 600 200 69.00 89.70 116.61

2 1.5 250 300 28.75 37.38 48.59

計 0.85 97.8 127.1 165.2

W10㎜×ｔ10～15㎜

A1胸壁

番　号 部　位

開口ひび割れ注入量
充てん量(A×L)

V(ml)
重量V×比重

W’(g)
充てん量ｗ(ｇ)
ロス率を含む幅

W(㎜)
長さ
L(㎜)

深さ
D(㎜)



種別(3) 細別(4) 規格(5) 計算式

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1
25 シス-1,2-ジクロロエチレン 溶出試験 検体

23 1,3-ジクロロプロペン 溶出試験 検体

24 ベンゼン 溶出試験 検体

21 1,1,1-トリクロロエタン 溶出試験 検体

22 1,1,2-トリクロロエタン 溶出試験 検体

19 1,2-ジクロロエタン 溶出試験 検体

20 1,1-ジクロロエチレン 溶出試験 検体

17 ジクロロメタン 溶出試験 検体

18 四塩化合物 溶出試験 検体

15 トリクロロエチレン 溶出試験 検体

16 テトラクロロエチレン 溶出試験 検体

13 セレン又はその化合物 溶出試験 検体

14 1,4-ジオキサン 溶出試験 検体

11 シマジン 溶出試験 検体

12 チオベンカルム 溶出試験 検体

9 PCB 溶出試験 検体

10 チウラム 溶出試験 検体

7 ひ素 溶出試験 検体

8 シアン 溶出試験 検体

5 有機リン 溶出試験 検体

6 六価クロム 溶出試験 検体

3 カドミウム 溶出試験 検体

4 鉛 溶出試験 検体

1 アルキル水銀 溶出試験 検体

2 総水銀 溶出試験 検体

溶出試験(25項目)

数量

溶出試験(25項目)

前処理
溶出液作成料

溶出試験用 検体



A2

A2A1

A1

至　松本至　大町

側 面 図

平 面 図

0.14％
下流側 上流側

S=1:50断 面 図

1.00％1.26％

補修工一般図
しゃくなげ橋

S=1:100
A3 S=1:200

G1 G2 G3

As舗装　t= 50mm

（砂）富士尾沢川

（
砂
）

富
士
尾

沢
川

（砂）富士尾沢川

至　松本至　大町

G1

G2

G3

工種 種別 細別補修部位

床版

橋

体

工

単位 数量

しゃくなげ橋 補修工法一覧表

主桁

支承

橋台

横桁
上塗：ふっ素樹脂塗料

下塗：エポキシ樹脂塗料
中塗：ふっ素樹脂塗料 m2

Rc-Ⅲ塗装系

素地調整Ⅲ種A

ひび割れ補修工 低圧低速注入工法 6.65mエポキシ樹脂溶液 3種

ひび割れ補修工 低圧低速注入工法 7.25
m

エポキシ樹脂溶液 3種下

部

工 充填工法 0.85可とう性エポキシ樹脂

114.89

支承：塗替塗装工

塗替塗装工

主桁：部分塗替塗装工 横桁：塗替塗装工

床版：ひび割れ補修工

A2橋台：
ひび割れ補修工
低圧低速注入工法

A1橋台：
ひび割れ補修工
低圧低速注入工法 

充填工法

支承：塗替塗装工

A2橋台：
ひび割れ補修工
低圧低速注入工法 

A1橋台：
ひび割れ補修工
低圧低速注入工法 
充填工法 

実　施　図

１　渇水期施工（河川協議必要）

30 桁長25439

橋長25500

400 6100 400

6900

1
7
0

1
7
0

4
0
0

1030 4840 1030

4
0
0

6
1
0
0

4
0
0

6
9
0
0

9
0
0

約
1
.
7
M

30

主桁：部分塗替塗装工、横桁：部分塗替塗装工

床版：ひび割れ補修工

30 桁長25440

橋長25500

30

主桁：部分塗替塗装工、横桁：部分塗替塗装工 

床版：ひび割れ補修工 

市道穂高0763号線

尺
縮

号
番 平 面 図

安曇野市 穂高有明

安曇野市　都市建設部　維持管理課

図示

調査会社

測量会社

設計会社

1/7

令和８年度　道路メンテナンス事業

現場制約事項

有 り 無 し

しゃくなげ橋補修工事



床版補修図
しゃくなげ橋：床版下面

S=1:50
A3 S=1:100

A2A1

（
砂
）
富

士
尾
沢

川

ひび割れ注入工-1

W0.2×L3000×D40

ひび割れ注入工-2

W0.2×L2700×D40

ひび割れ注入工-3

W0.2×L950×D40

実　施　図

１　渇水期施工（河川協議必要）

ひび割れ注入工（低圧注入工法）
（使用材料：エポキシ樹脂系注入材　3種相当）

幅
W (mm)

長さ
L (mm)

深さ
D (mm)

開口ひびわれ注入量

合  計 6.65 m

No.

1 0.2 3000 40

2

部 位

床版下面 0.2 2700 40

3 0.2 950 40

25440

69
0
0

市道穂高0763号線

尺
縮

号
番 床版補修図

安曇野市 穂高有明

安曇野市　都市建設部　維持管理課

図示

調査会社

測量会社

設計会社

2/7

令和８年度　道路メンテナンス事業

現場制約事項

有 り 無 し

しゃくなげ橋補修工事



塗替塗装図(1)
しゃくなげ橋：主桁

S=1:50
A3 S=1:100

A1 A2

G1主桁　上フランジ下面

G1主桁　上流側ウェブ

G1主桁　下フランジ上面

G1主桁　下フランジ下面

G1主桁　下流側ウェブ

G1主桁

端部スチフナー詳細図 A1 S=1:5

接合部

凡例

主桁-横桁

A-A'断面図
(G1、G3主桁)

A

A'

A-A'断面図
(G2主桁)

A2A1
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）
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沢
川
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塗替塗装面積(上フランジ下面)

  A=4.35×0.14×2       = 1.22m2

塗替塗装面積(上フランジ下面)

  A=4.16×0.14×2       = 1.17m2

塗替塗装面積(上流側ウェブ)

  A=4.35×0.90       = 3.92m2

塗替塗装面積(上流側ウェブ)

  A=4.16×0.90       = 3.74m2

塗替塗装面積(下流側ウェブ)

  A=4.35×0.90       = 3.92m2

塗替塗装面積(下流側ウェブ)

  A=4.16×0.90       = 3.74m2

塗替塗装面積(下フランジ上面)

  A=25.44×0.14×2       = 7.12m2

塗替塗装面積(下フランジ下面)

  A=25.44×0.30          = 7.63m2

塗替塗装面積(端部スチフナー)

  A=0.12×0.83×4面×2箇所-0.095×0.46×2箇所    = 0.71m2

端部スチフナー

端部スチフナー

部　位 単位 数　量計 算 式

m2

2.39上フランジ下面 1.22+1.17

部分塗替塗装面積:G1主桁

9.95上流側ウェブ 3.92+2.29+3.74

9.95下流側ウェブ 3.92+2.29+3.74

7.12下フランジ上面 7.12

7.63下フランジ下面 7.63

0.71端部スチフナー 0.71

37.75m2合　計

実　施　図

１　渇水期施工（河川協議必要）

13
5

16940

塗替塗装面積(上流側ウェブ)

  A=16.94×0.135       = 2.29m2

1
3
5

塗替塗装面積(下流側ウェブ)

  A=16.94×0.135       = 2.29m2

1
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4
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市道穂高0763号線

尺
縮

号
番 塗替塗装図(1)

安曇野市 穂高有明

安曇野市　都市建設部　維持管理課

図示

調査会社

測量会社

設計会社
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令和８年度　道路メンテナンス事業

現場制約事項

有 り 無 し

しゃくなげ橋補修工事
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塗替塗装図(2)
しゃくなげ橋：主桁

S=1:50
A3 S=1:100

A1 A2

G2主桁　上フランジ下面

G2主桁　上流側ウェブ

G2主桁　下フランジ上面

G2主桁　下フランジ下面

G2主桁　下流側ウェブ

G2主桁

A2A1

（
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）
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川
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塗替塗装面積(上フランジ下面)

  A=7.02×0.14       = 0.98m2

塗替塗装面積(上フランジ下面)

  A=1.00×0.14×2       = 0.28m2

塗替塗装面積(上流側ウェブ)

  A=7.32×0.90       = 6.59m2

塗替塗装面積(下フランジ上面)

  A=25.44×0.14×2       = 7.12m2

塗替塗装面積(下フランジ下面)

  A=25.44×0.30          = 7.63m2

端部スチフナー

端部スチフナー

部　位 単位 数　量計 算 式

m2

2.17上フランジ下面 0.28+0.98+0.63+0.28

部分塗替塗装面積:G2主桁

9.80上流側ウェブ 6.59+2.31+0.90

4.96下流側ウェブ 0.90+3.16+0.90

7.12下フランジ上面 7.12

7.63下フランジ下面 7.63

0.62端部スチフナー 0.62

32.30m2合　計

A1 A2

G3主桁　上フランジ下面

G3主桁　上流側ウェブ

G3主桁　下フランジ上面

G3主桁　下フランジ下面

G3主桁　下流側ウェブ

G3主桁

塗替塗装面積(上フランジ下面)

  A=4.35×0.14       = 0.61m2

塗替塗装面積(上フランジ下面)

  A=2.00×0.14×2       = 0.56m2

塗替塗装面積(上流側ウェブ)

  A=2.00×0.90       = 1.80m2
塗替塗装面積(上流側ウェブ)

  A=2.00×0.90       = 1.80m2

塗替塗装面積(上流側ウェブ)

  A=4.35×0.90       = 3.92m2

塗替塗装面積(上流側ウェブ)

  A=2.00×0.90       = 1.80m2

塗替塗装面積(下フランジ上面)

  A=25.44×0.14×2       = 7.12m2

塗替塗装面積(下フランジ下面)

  A=25.44×0.30          = 7.63m2

端部スチフナー

端部スチフナー

部　位 単位 数　量計 算 式

m2

2.15上フランジ下面 0.98+0.61+0.56

部分塗替塗装面積:G3主桁

6.49上流側ウェブ 1.80+2.89+1.80

8.30下流側ウェブ 3.92+2.58+1.80

7.12下フランジ上面 7.12

7.63下フランジ下面 7.63

0.71端部スチフナー 0.71

32.40m2合　計

塗替塗装面積(上フランジ下面)

  A=4.47×0.14       = 0.63m2

塗替塗装面積(上流側ウェブ)

  A=1.00×0.90       = 0.90m2

塗替塗装面積(下流側ウェブ)

  A=1.00×0.90       = 0.90m2
塗替塗装面積(下流側ウェブ)

  A=1.00×0.90       = 0.90m2

塗替塗装面積(上フランジ下面)

  A=2.00×0.14     = 0.28m2

塗替塗装面積(端部スチフナー)

  A=0.12×0.83×4面×2箇所-0.095×0.46×2面×2箇所    = 0.62m2

                                      ※端部スチフナー詳細図参照

塗替塗装面積(上フランジ下面)

  A=7.02×0.14       = 0.98m2

塗替塗装面積(端部スチフナー)

  A=0.12×0.83×4面×2箇所-0.095×0.46×2箇所    = 0.71m2

                                 ※端部スチフナー詳細図参照

実　施　図

１　渇水期施工（河川協議必要）

23440

1
3
5

13
5

17125

塗替塗装面積(上流側ウェブ)

  A=17.125×0.135       = 2.31m2

塗替塗装面積(下流側ウェブ)

  A=23.44×0.135       = 3.16m2

21440

19095

13
5

1
35

塗替塗装面積(上流側ウェブ)

  A=21.44×0.135       = 2.89m2

塗替塗装面積(上流側ウェブ)

  A=19.095×0.135       = 2.58m2
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安曇野市 穂高有明

安曇野市　都市建設部　維持管理課

図示

調査会社

測量会社

設計会社
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令和８年度　道路メンテナンス事業

現場制約事項

有 り 無 し

しゃくなげ橋補修工事
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塗替塗装図(3)
しゃくなげ橋：横桁、支承

S=1:25
(A3=1:50)A2A1
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(ES-1～6共通)

横　桁

上フランジ下面

下フランジ下面

下フランジ上面

表側

裏側

上フランジ下面

上フランジ上面

(IS-1～4共通)

下フランジ下面

下フランジ上面

横　桁 支承塗替塗装工図　A1 S=1:10

支　承 主桁G1～G3

計 算 式部 材

(0.10×0.05×2+0.55×0.045)×2面                  = 0.07

0.55×0.20-0.30×0.20                             = 0.05

(0.13×0.05+0.20×0.045)×2面                     = 0.03

b

c

(正面)

(平面)

(側面)

・・・

・・・

塗装面積計算：支承 N=6箇所

合 計 = 0.90m2

a・・・

(a+b+c)×6箇所

部 位

平面図 側面図正面図

主桁ウェブ

接合箇所控除

横桁部分塗替塗装面積(ES-1～6)

下フランジ上面 A=2.06×0.095×6箇所   = 1.17m2

下フランジ下面 A=2.06×0.20×6箇所    = 2.47m2

                                 ΣA  = 3.64m2

横桁部分塗替塗装面積(IS1～4)

上フランジ上面 A=2.35×0.09×4箇所       = 0.85m2

上フランジ下面 A=2.35×0.08×4箇所       = 0.75m2

表面+裏面      A=2.35×0.25×2×4箇所    = 4.70m2

下フランジ上面 A=2.35×0.08×4箇所       = 0.75m2

下フランジ下面 A=2.35×0.09×4箇所       = 0.85m2

                                    ΣA  = 7.90m2

塗装面積集計表：主桁、横桁、支承

部 材 単位 数　量

0.90

114.89m2

横　桁

合　計

m2

37.75主　桁

支　承

（３種ケレンA）

鉄素地

補修塗り（200g/m2　鋼材露出部のみ）

素地調整

使用材料施工工程

塗替え塗装仕様

３種ケレンA  電動工具併用により白錆、付着物・バリ等除去全面目粗し後清掃

 1.施工前に必ず現地寸法を確認し、塗装範囲及び数量調査を協議のうえ施工すること。

 2.素地調整において電動工具併用により白錆、付着物・バリ等除去、全面目粗し後に清掃を行なうこと。

注）

下塗り

4時間以内

養生時間標準使用量

弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗

既設活膜

既設活膜

弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗

下塗り（200g/m2）

中塗り（140g/m2）

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料用中塗

鋼構造物塗替え塗装工参考図

素地調整

弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗(鋼材露出部のみ)

上塗り

1～10日
60μm

下塗り

中塗り

200

200

140

120

(g/m2)

(200)

標準膜厚
(μm)

1～10日

1～10日

2～10日

下塗り

60μm

60μm

30μm

25μm

弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗

弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料用中塗

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料上塗

上塗り（120g/m2）

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料上塗

G1主桁

G2主桁

G3主桁

32.30

32.40

ES-1～6

IS-1～4

3.64

7.90

実　施　図

１　渇水期施工（河川協議必要）

市道穂高0763号線

尺
縮

号
番 塗替塗装図(3)

安曇野市 穂高有明

安曇野市　都市建設部　維持管理課

図示

調査会社

測量会社

設計会社
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令和８年度　道路メンテナンス事業

現場制約事項

有 り 無 し

しゃくなげ橋補修工事
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下部工補修図
しゃくなげ橋：A1、A2橋台

S=1:25
(A3=1:50)

A1橋台

下流側正面図

1:
0.
3

1:0.3
1:
0.
3

上流側

A2橋台

上流側正面図下流側

（砂）富士尾沢川

（砂）富士尾沢川

G3 G2 G1

G3G2G1

ひび割れ注入工-1

W0.5×L2100×D100

ひび割れ充填工-1

W1.0×L600×D200

ひび割れ充填工-2

W1.5×L250×D300

ひび割れ注入工-3

W0.3×L2400×D60

ひび割れ注入工-4

W0.4×L1000×D80

ひび割れ注入工（低圧注入工法）
（使用材料：エポキシ樹脂系注入材　3種相当）

幅
W (mm)

長さ
L (mm)

深さ
D (mm)

開口ひびわれ注入量

合  計 7.25 m

No.

1 0.50 2100 100

2

部 位

0.20 650 40

合  計

A= 115 mm2（平均）とする※ ひび割れのUカット断面は、

幅
W (mm)

長さ
L (mm)

深さ
D (mm)

（使用材料：可とう性エポキシ樹脂）

開口ひびわれ
No.

1.00 600 2001

ひび割れ充てん工法

部　位

1.50 250 300
A1胸壁

2

3

A1胸壁

0.3×1100

4

5 0.30 1100 60

ひび割れ注入工-2

W0.2×L650×D40

ひび割れ注入工-5

W0.3×L1100×D60

0.40 1000 80

0.30 2400 60

A1堅壁

A2胸壁

A2堅壁

実　施　図

１　渇水期施工（河川協議必要）

850

市道穂高0763号線

尺
縮

号
番 下部工補修図

安曇野市 穂高有明

安曇野市　都市建設部　維持管理課

図示

調査会社

測量会社

設計会社
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令和８年度　道路メンテナンス事業

現場制約事項

有 り 無 し

しゃくなげ橋補修工事
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A2

A2A1

A1

至　松本至　大町

側 面 図

平 面 図

下流側 上流側

S=1:50断 面 図

1.00％1.26％

仮設図（参考）
しゃくなげ橋

S=1:100
A3 S=1:200

G1 G2 G3

（砂）富士尾沢川

（
砂
）

富
士
尾

沢
川

（砂）富士尾沢川

至　松本至　大町

G1

G2

G3

チェーンクランプ

吊りチェーン

吊元詳細図

シート養生

板張防護工

シート養生

注意事項

　1.板張防護工、シート養生は塗装状況に合わせて必要数量を設置すること。

仮設足場面積計算
TYPE-A1　吊足場　(板張防護+シート養生): 6.90×14.00    = 96.6m2

TYPE-B 　朝顔　　(板張防護+シート養生): 25.44×2.2×2 = 111.9m2 

施工フロー

床版補修工

準備工

吊足場組立

塗替塗装工

吊足場撤去

後片付け

・主桁
・横桁
・支承

橋台補修工

　2.ケレン作業時の塗膜カス粉塵が外部へ飛散しないような設備とすること。

L=6720 L=14000 L=4720

朝顔　TYPEB　L=25.44

L=6720 L=14000 L=4720

朝顔　TYPEB　L=25.44

実　施　図

１　渇水期施工（河川協議必要）

吊足場 TYPE-A1 L=14000

6
9
0
0

約
1
.
7
M 2
2
0
0

6900

9
0
0

約
8
0
0

約
1
7
0
0

吊足場 TYPE-A1 L=14000

1
8
0
0

市道穂高0763号線

尺
縮

号
番 仮設図（参考）

安曇野市 穂高有明

安曇野市　都市建設部　維持管理課

図示

調査会社

測量会社

設計会社
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令和８年度　道路メンテナンス事業

現場制約事項

有 り 無 し

しゃくなげ橋補修工事
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